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はじめに 

 この図鑑は早稲田大学本庄高等学院スーパーサイエンスクラブ・菌類研究班における

過去５年間の活動の中で撮影した写真をもとにまとめたものである。「ハンディ図鑑」

という形をとったので、生徒諸君にはこれを片手に本学院・大久保山の森を歩きながら

様々なキノコを観察し、キノコの奥深い世界を垣間見てもらえれば何よりである。 

※調査・取材：2011 年度スーパーサイエンスクラブ・菌類研究班 

１年藤倉花帄、山崎美輝 ２年堤彩香、堀川華波、長谷川加奈、麓達也、３年稲垣恵美、

保延和樹 

※本書は、内野郁夫（総合学習科）が中心となって編集した。 

 

 

キノコの宝庫・大久保山 

 本学院の敷地は総面積約 90ha。多くがコナラやクヌギ、エゴノキ、ヤマザクラなど

の落葉広葉樹におおわれ、そこにアカマツが混生するいわゆる雑木林の様相を見せてい

る。学校の中に森があるのではなく、森の中に学校があるのが本学院の最大の特徴とい

えるだろう。広葉樹と針葉樹が混淆することもあり、ここで観察されるキノコの種数は

菌類研究班が記録したものだけでも百数十種を数え、中には希少な種も含まれる。詳細

に調査すればおそらく３百種を軽く超えることは間違いない。生態系が豊かに保たれて

いる証であり、学院生はこの恵まれた自然環境の中で日々の生活を送っているのである。 

 

１．菌類とキノコ 

森の落ち葉をめくる。すると、白

いクモの巣のようなものが落ち葉

をつづっているのを見かけること

があるだろう。これがキノコの本体

である菌糸。菌糸は落ち葉を分解し

て栄養分を吸収しながら生長し、あ

る時、子孫を残すための器官をひょ

っこり地上に現す。植物でいえば花や果実に相当するが、これを私たちは「キノコ」と

呼ぶ。もちろんキノコは落ち葉だけでなく、枯れ木や倒木、地面からも出るのだが。 

 菌類とは、葉緑素を持たないため炭酸同化作用を行わず、栄養を他の有機物から摂取

して生活する生物である。菌類は栄養器官として菌糸を、繁殖器官として子実体を形成

する。キノコとは菌類の繁殖器官である子実体が形態的、組織的に進化したもの。肉眼

で見ることのできる、カビの「ある特別の姿」といってもよい。 

 

２．キノコは植物や動物とは違った生物 

 胞子で増えるという意味からかつてはシダ類、コケ類と同じ植物の仲間に入れられて



いたが、現在では完全に独立した生物群と考えられている。諸説あるが、自然界は大ま

かにいって植物界（生産者）、動物界（消費者）、菌界（分解者）の３グループから成り

立っているといってよい。 

 

３．担子菌類と子のう菌類 

 キノコをつくる菌類は大きく２グループに分けられる。ひとつは担子菌類で、担子器

と呼ばれるこん棒状の器官の先端に胞子（担子胞子）をつける。もうひとつは子のう菌

類。こちらは子のうと呼ばれる袋の中に胞子をつくるもので、あまりキノコらしくない

ものが多い。市販されているキノコはほとんどが担子菌類に属している。 

 

４．キノコがないと私たちは生きていけない！？ 

「エッ、うそー」と思うだろう。でも本当。もちろんキノコをそのまま食べるという

意味ではない。キノコは生態系の中で分解者として有機物を無機物に還元する。その際、

酸素を吸収して二酸化炭素を放出する。二酸化炭素は地球温暖化の元凶となっているが、

それ自体は決して悪者ではない。私たちが化石燃料を消費することによってもたらされ

る余剰分が問題なのだ。もしも植物が酸素を放出し、一方的に二酸化炭素を吸収し続け

るならば、植物は二酸化炭素の欠乏により光合成ができなくなり、遠からず自らの首を

絞めることになるだろう。キノコを含めた菌類は、私たちの目につきにくいところで頑

張って働いているのである。キノコは偉い！ 

 

５．発生場所によるキノコの色々 

①地上性 

〇落葉分解菌：地表や地中の落葉などから栄養分を摂取し、地際にキノコをつくる。モ

リノカレバタケ、ハナオチバタケ、ムラサキシメジなど。 

〇菌根菌：樹木の生きた根につき、水分や養分のやりとりを行う共生生活を営む。マツ

タケ、ハツタケはマツ。ホンシメジはナラ。ベニテングタケはカンバ類。 

②樹上性 

〇木材腐朽菌：樹木の幹や枝、切り株などから栄養分を摂取し、キノコをつくる。シイ

タケ、エノキタケ、キクラゲ、カルノコシカケ類など。 

③その他 

〇腐生菌：有機物の多く堆積した所にキノコをつくる。オオホウライタケ、ノウタケ等 

〇糞生菌：動物の排泄物を栄養源とし、その上にキノコをつくる。ワライタケ、ツクリ

タケ、センボンサイギョウガサなど。 

〇冬虫夏草：昆虫、クモ類に寄生して病原菌となり、キノコをつくる。セミタケ、クモ

タケ、ハナサナギタケ、オサムシタケなど。 

※他にも焼け跡に発生するもの、シロアリの巣から出てくるもの、キノコの上に生える

ものなど、キノコの役割はさまざまだ。 



 

６．キノコの部位と用語 

 

 

 

７．食・毒の判断における迷信 

 以下は昔からいい伝えられている迷信である。これらは決して信じてはならない。 

① 縦に裂けるキノコは食べられる。 

② 色が鮮やかなキノコは毒。地味なものは食。 

③ 虫の食べ跡があるから食べられる。 

④ ナスと一緒に煮込むと食べられる。 

⑤ 木に生えるキノコは食べられる。 

 

８．キノコの食・毒 

  本図鑑では●、✖、●の記号を用いて大よその目安を表している。 

●     食用可。 

 ●●  食用可。美味しい。 

 ●●● 食用可。たいへん美味しい。 

 ✖   中毒症状を起こす。 

✖✖  死亡例はないが、強い中毒症状を起こす。 

✖✖✖ 猛毒。致命的な中毒症状を示す。 

● 料理法、食べ方を間違えると中毒する。 

 



Ⅰ 担子菌類 

１．ハラタケ類 

【ヒラタケ科】 

 

ヒラタケ Pleurotus ostreatus ●●● 

 主に広葉樹の枯木、伐り株などに多数重なり合って

発生。生長すると傘が平たくなるのでこの名がある

が、円形～扇形の傘の形、放射状のひだの様子から西

欧では Oyster Mushroom と呼ばれる。傘の色は白～

灰色。本校では原木栽培を行っている。味に癖がない

ため、様々な料理に合う。木材腐朽菌。【発生時期】

晩秋～春 

 

キヒラタケ Phyllotopusis nidulans  

 広葉樹や針葉樹の材上に多数重なり合って発生す

る小型菌。大久保山ではアカマツの切り株に多い。傘

は半円形～円形で柄はなく、表面は淡黄色の粗毛が密

生。肉は薄く柔らかいが強靭。毒性はないものの不快

臭があるため、食用には適さない。木材腐朽菌。【発

生時期】主に秋 

 

マツオウジ Lentinus lepideus ●● 

 針葉樹の切り株や用材などから発生する中～大型

菌。質は強靭で、アニスのような松ヤニのような独特

の強い臭いを持つ。傘表面は白～淡黄色で褐色の鱗片

を同心円状につけにつける。ひだはやや疎で縁は鋸歯

状。肉は緻密で歯触りがよい。ときに嘔吐、下痢など

の中毒症状を起こすこともあるので要注意。木材腐朽

菌。【発生時期】初夏～秋 

 

シイタケ Lentinus edodes ●●● 

日本人にはもっとも馴染み深いキノコで、江戸時代

から栽培されている。市販のものは室内で温度管理し

て育てる菌床栽培が多く、ほだ木に種駒を打ち込む原

木栽培のものは少ない。本校で栽培しているのは後

者。コナラやクヌギなどブナ科樹木を主とした広葉樹

の枯木、倒木に発生。傘は淡褐色～茶褐で白色～淡褐

色の綿毛状鱗片をつけ、縁は内側に強く巻く。木材腐

朽菌。【発生時期】春と秋の年２回 



 

スエヒロタケ Schizophyllum commune 
 広葉樹や針葉樹の枯木、倒木、枯れ枝などに重なる

ように群生する小型菌で、一年中観察できる。傘は１

～３cm の扇形で革質、縁は裂ける。表面は白～灰褐

色で、粗毛におおわれる。木材腐朽菌。【発生時期】

春～秋 

【ヌメリガサ科】 

 

アカヤマタケ Hygrocybe conica ●● 

 雑木林や草地、路傍などの地上に発生する小型菌。

広く世界に分布。傘は円錐形で中央部は突出。表面は

湿時粘性があり、赤～オレンジ色で美しい。柄は黄～

橙色で縦の繊維紋を持ち、触れると黒く変色する。大

久保山では共通棟からグランドに下っていく坂道脇

の芝生で観察できる。【発生時期】夏～秋 

【キシメジ科】 

 

ハタケシメジ Lyophyllum decastes ●●● 

 畑、路傍、庭、土場など、比較的人間臭い場所に発

生する中型菌。菌糸は地中の埋もれ木などにつなが

る。しばしば大きな株となる。傘は褐色で、表面に白

いかすり模様を表すこともあり、表情は多様。ひだは

白色で密。「香り松茸、味湿地」の本シメジに似て味、

歯触りとも格別。大久保山では少し湿ったクヌギ林な

どで観察できる。【発生時期】秋 

 

ヤグラタケ Asterophora lycoprrdoides  

 クロハツ、ツチカブリなどベニタケ科キノコの上に

発生する風変わりなキノコ。傘はまんじゅう形で白

色。成熟するに従い表面に褐色の粉塊を生ずるように

なる。実験室では様々な科のキノコに発生するという

が、自然界ではベニタケ科キノコ上にのみ発生。それ

は何故か？ ベニタケ科のキノコは古くなっても崩

れたりせずにしっかりと立っている。このことがヤグ

ラタケの発生できる要因となっているのではないか

との説もある。【発生時期】夏～秋 



 

ムラサキシメジ Lepista nuda ●●● 

秋遅く広葉樹林や竹やぶ、マツ林などに発生する中

型菌。群生するので収穫には便利。キノコ採取シーズ

ンを締めくくるキノコ。傘は初めまんじゅう形で美し

い紫色。平開するに従い色褪せて淡褐色を帯びてく

る。少し土臭さはあるが、ボリュームがあり、口当た

りが良い。落葉分解菌で、菌輪（フェアリーリング）

をつくる。【発生時期】晩秋 

 

ナラタケモドキ Armillariella tabescens ●● 

 広葉樹の枯木や倒木、立木の根元などに多数束生す

る中型菌。傘は初めは丸山形、のちに開いて漏斗形。

表面中央に小さな鱗片が密集する。ナラタケに似る

が、柄につばのないことが区別点。風味はナラタケに

及ばないが、歯切れがよい。湯がいてからバター炒め、

豚汁などに。消化が悪いので過食は避けたい。大久保

山では体育館奥の雑木林内に多く発生する。木材腐朽

菌。【発生時期】梅雤明け～秋 

 

ナラタケ Armillariella mellea ●●● 

 広葉樹や針葉樹の枯木、切り株、立木の根元などに

群生する中型菌。傘は淡黄色～淡褐色で、ナラタケモ

ドキ同様、中央部に細かい鱗片が集まるが、柄につば

を持つ。歯切れ、歯触りともによく、旨みのあるダシ

が出るので、鍋もの、汁もの等、様々な料理に使える。

ただし、過食は禁物。生で食べると中毒を起こす。大

久保山各所で発生。木材腐朽菌。【発生時期】春～秋 

 

モリノカレバタケ Colybia dryophila ● 

 林内の落葉上に発生する小型菌。傘表面は滑らかで

黄土色～クリーム色。ひだは密。柄は傘と同色。菌輪

（フェアリーリング）をつくることもある。食用とし

てはあまり利用されていないが、たいへん歯切れのよ

いキノコであるという。大久保山ではグランドに降り

ていく途中の坂道で観察できる。落葉分解菌。【発生

時期】春～秋 

 

ツエタケ Oudemansiella radicata ● 

広葉樹林、針葉樹林などの地上に発生する中型菌

で、平地～山地までと生育環境は広い。柄は細く頼り

ない姿だが、意外に丈夫で、あたかも杖のように見え

ることが名の由来。傘には不規則な放射線状の模様が

あり、湿時粘性を持つ。根元はややふくらみ、その先

は根のように長く伸びて地中の埋もれ木などにつな

がるユニークなキノコ。木材腐朽菌。【発生時期】夏

～秋 



 

ハナオチバタケ Marasmius pulcherripes  

 傘表面は淡紅色～紫紅色、丸山形で放射状の溝を持

ち、実に可憐な印象を与える。アポロチョコに似てい

ることもあり、本学院女子には人気ナンバーワン。柄

は細く針金状で黒褐色。見た目より丈夫にできてい

る。広葉樹林内に堆積した落葉の上に発生する小型菌

である。毒キノコであるという報告はないので、食べ

て食べられないことはないだろうが、見て楽しむキノ

コといえるだろう。落葉分解菌。【発生時期】初夏～

秋 

 

オオホウライタケ Marasmius maximus  

 広葉樹林や竹林などの積もった落葉上に群生する

中型菌。傘はくすんだ黄褐色で、放射状の溝がある。

ひだは疎。柄は中実で強靭。食菌と記載されている図

鑑もあるが、実際にはあまり食用の対象にはなってい

ない。大久保山ではグランドへ降りていく坂道の途

中、落葉の厚く堆積した場所で多く見られる。腐生菌。 

【発生時期】春～秋 

 

ヒメカバイロタケ Xeromphalina campanella  

 針葉樹の腐朽木や切り株上に多数発生する。小型菌

だが群生するので、目立つ。傘は名の通りかば色（赤

味を帯びた黄色）で、鐘形～饅頭形。中心はわずかに

くぼむのが特徴。北半球一帯に広く分布する。食毒は

不明。木材腐朽菌。【発生時期】夏～秋 

 

ダイダイガサ Cyptotrama asprata  

傘はその名の通り橙色で美しい。表面は綿質の柔ら

かいとげに覆われるのも特徴。ルーペがあればよく見

てみよう。柄は基部がふくらみ、傘と同様のとげが密

生する。南方系のキノコで、広葉樹倒木や落枝に発生

する小型菌。関東地方以南に分布。食毒は不明。木材

腐朽菌。【発生時期】夏～秋 

 

エノキタケ Flammulina velutipes ●●● 

 種々の落葉樹の枯木、倒木、切り株などに多数束生

する小型～中型菌。傘は黄褐色～茶褐色で著しい粘性

を持つ。柄は暗褐色で短毛に覆われ、ビロード状。ス

ーパーなどで見かけるものは室内で温度、湿度を管理

して栽培されたキノコで、天然ものとは外観も、食味

も全く異なる。歯切れ、舌触りともによく、優秀な食

菌である。木材腐朽菌。【発生時期】晩秋～春 



【テングタケ科】 

 

ヒメコナカブリツルタケ Amanita farinose ✖ 

 アカマツ・コナラ林などの地上に発生する小型菌。

傘表面が灰色の粉におおわれるのでこの名がある。傘

の周辺には放射状の溝線がある。ひだはやや疎。柄は

白色で、テングタケ科ではあるがつばはなく、基部は

やや膨らむ。校内中庭の植え込みなどに散生してい

る。菌根菌。【発生時期】夏～秋 

 

ウスキテングタケ Amanita gemmata ✖✖✖ 

アカマツ・コナラ林などの地上に発生する中型菌。

傘表面は淡黄色で膜状のつぼの破片が付着、縁に溝線

をもつ。柄は傘より淡い色で、基部は球根状に膨らみ

つぼの名残りを見せる。校内でも意外に身近な場所に

見られるが、国内、海外で死亡例のあるキノコなので、

詳細は隠しておくことにしよう。菌根菌。【発生時期】

夏～秋 

 

テングタケ Amanita pantherina ✖✖ 

林内地上に発生する中～大型菌で、科の名前にもな

っている有名な毒キノコである。学名の「pantherina」

は豹の意。致命的な毒キノコではないが、誤って食べ

ると幻覚、興奮、酩酊状態、嘔吐・腹痛など、主とし

て神経系の中毒症状をひき起こす。大久保山では、新

幹線の駅を見下ろす丘の上で毎年発生。群生する様は

堂々としていて一見の価値があるが、蹴飛ばしていく

人がいるのは何故？ 菌根菌。【発生時期】夏～秋 

 

ツルタケ Amanita vaginata ●● 

すらっとした姿が鶴を思わせることからついた名

である。ブナ科樹木とマツの混淆する林などに発生。

傘の径５～７ｃｍの中型菌で、表面は灰色～灰褐色。

放射状の溝線をもつ。柄につばはないが、基部には膜

質で大型のつぼがある。猛毒菌の多いテングタケの仲

間では貴重な食菌である。風味に癖がないので、よい

だしが出るため、鍋物、汁物などに利用できる。ただ

し、生食は避けたい。【発生時期】夏～秋 



 

タマゴタケ Amanita hemibapha ●● 

深紅で大型の傘、黄色のひだ、柄は黄色い地にオレ

ンジ色のだんだら模様。基部には白色の大きなつぼを

持つ。どこから見ても毒キノコだが、実は優秀な食菌

である。ただし、初めて食べる時にはちょっと勇気が

要る。シイ、コナラなどブナ科樹木の林に多く見られ

るが、その他の林にも発生する。傘はやわらかく舌ざ

わりがよい。本校では考古学資料館脇、グランドから

車道を越えた塚本山古墳群周辺に毎年多く発生する。

菌根菌。【発生時期】夏～秋 

 

キタマゴタケ Amanita javanica ● 

タマゴタケをそっくりそのまま黄色くしたような

中～大型キノコで、以前はタマゴタケの亜種とされて

いたが、現在では独立した種として扱われる。全体が

目の覚めるような黄色で美しく、遠目にもよく目立

つ。近縁のタマゴタケ同様食べることができるが、識

別には注意が要る。校内ではＢ棟裏駐車場の植え込み

に毎年発生する。近場なので、コーヒーブレイク時に

行ってみてはいかがだろう。【発生時期】夏～秋 

 

タマゴテングタケモドキ Amanita longistriata 

✖✖ 

広葉樹、針葉樹の各種林内地上に発生する中型菌。

傘表面は灰褐色で平滑、周辺部に溝線を持つ。柄上部

には膜質のつば、基部には袋状のつぼを持つ。ひだが

淡紅色なので「アカハテングタケ」の別命もある。。

菌根菌。【発生時期】夏～秋 

 

コトヒラシロテングタケ Amanita kotohiraensis  

大久保山で最も数の多いテングタケ科のキノコで

あり、夏休みの頃が最盛期。雤の数日後は林内や道脇

にこれでもかというほど群生する。中～大型、白いの

でよく目立つ。傘表面には破片状の外被膜が散在。傘

の縁にも綿くず状に垂れ下がり、少々だらしない印象

を与える。柄の基部が蕪のように大きくふくらむのが

特徴で、外被膜の破片が環状に付着する。全体に不快

臭がある。菌根菌。【発生時期】夏～秋 

 

コテングタケモドキ Amanita pseudoporphyria 

✖？ 

わが校で数多く見ることができる中～大型のテン

グタケ科キノコ。広葉樹林、アカマツ・コナラ林など

に発生することから、本校はこのキノコの生育条件を

十分に満たしており、林内各所で観察できる。傘表面

は灰褐色でややかすり模様を表し、溝線はない。ひだ

は白色。柄も白色で、上部に膜質のつば、基部に袋状

のつぼを持つ。菌根菌。【発生時期】夏～秋 



 

ドクツルタケ Amanita virosa ✖✖✖ 

純白の美しいキノコだが、英語では Destroy Angel

との異名をとる猛毒菌。こんなキノコの生える学校は

そうざらにはないだろう。柄にはささくれ模様があ

り、上部に膜質のつば、基部に大きな袋状のつぼを持

つという典型的なテングタケ科の特徴を表す。本種の

毒成分は煮ても焼いてもだめ。１本以上食べた場合、

病院で適切な処置を採らない限り肝臓、腎臓などの組

織が破壊され、３日以内に苦しみながら死亡するとい

われる。キノコ初心者は、地面に生える白いキノコは

採らない方が無難。菌根菌。【発生時期】夏～秋 

 

ミヤマタマゴタケ Amanita imazekii 

比較的近年に発見されたキノコ。全体が純白で、猛

毒のドクツルタケにそっくり。肉眼で見分けられる唯

一の違いは傘表面にある溝線の有無。ドクツルタケに

は溝線がないが、本種にはわずかにある。しかし、そ

の違いは極めて微妙だ。食菌とされていることもある

が、手を出さない方が無難。種小名の imazekii は菌

類学者である故今関六也氏が命名したことによる。図

書館周辺のアカマツ・コナラ林内に稀に発生する。今

のところ日本特産。【発生時期】初夏～秋 

 

フクロツルタケ Amanita volvata ✖✖✖ 

本校ではドクツルタケに並ぶ猛毒キノコ。英語では

Death Cap の名がある。広葉樹、特にブナ科樹木の林

内地上に発生する中型菌だが、本校ではそう多くはな

い。傘は白～帯褐色で、褐色の小鱗片やつぼの破片を

つける。柄基部にある膜質のつぼはドクツルタケより

さらに大きく、まさに袋状。本種最大の特徴となって

いる。菌根菌。【発生時期】夏～秋 

 

ガンタケ Amanita rubescens ●● 

各種林内地上に発生する中型菌。傘表面は灰白色～

淡褐色の鱗片が数多く付着し、柄には白色、膜質のつ

ばを有する。基部は球根状にふくらみ、つぼの破片が

環状に付着するのが特徴。肉質はしっかりして歯切れ

よく、美味しいだしが出るという。ただし、生食は控

えたい。大久保山ではドミトリーを過ぎ、新幹線を見

下ろす丘へ行く手前の道脇で時々見られるが、少な

い。菌根菌。【発生時期】夏～秋 



 

ヘビキノコモドキ Amanita spissacea ✖✖ 

ガンタケに形態的によく似る中型菌だが、傘表面が

灰褐色で、黒褐色の鱗片が数多く付くのが区別点。ガ

ンタケは食菌だが、本種は中国で中毒例があり、幻覚、

こん睡状態などの中毒例が報告されている。大久保山

ではガンタケと同じような場所に生えるが、ガンタケ

同様少ない。菌根菌。【発生時期】夏～秋 

 

シロオニタケ Amanita virgineoides  

 大型のテングタケ科キノコで、本校でも普通に観察

できる。全体が白色で傘や柄の基部に錐状のいぼを多

数付着させる。ブナ科樹木を主体とした林内地上に発

生。毒と記載されている図鑑もあるが、このキノコを

食べた勇気あるグループを知るが今も皆元気である

ことを考えれば、さほどの毒性はないのだろう。味は

まずいらしい。体育館奥、図書館周辺、新幹線を見下

ろす丘に行く途中の林内斜面で多く観察される。菌根

菌。【発生時期】夏～秋 

【ハラタケ科】 

 

キツネノハナガサ Leucocoprinus fragilissimus  

可憐で繊細なキノコで林内、庭地、竹やぶなどに発

生するといわれるが、本学院でも中庭のツツジの植え

込みに発生する。全体に弱々しい印象を与える美しい

小型菌。傘は極めて薄く、透けるような白色。中央部

は黄色みを帯び、放射状の溝線が目立つ。世界の熱帯

を中心に分布する。食・毒は不明。【発生時期】夏～

秋 

 

シロオオハラタケ Agaricus arvensis ● 

 草地や林内に発生。白く滑らかな傘がよく目立つ。

中～大型菌で柄には白色・膜質のつばがあり、一見テ

ングタケの仲間に似るが、つぼはなく、時間がたつと

ひだが白色から紫褐色に変化するのが相違点。マッシ

ュルーム Agaricus bisporus に近縁のキノコ。本種を

含め「Agaricus」属は胞子が成熟するとひだが紫褐色

になり、多くが腐生菌であるのも特徴である。【発生

時期】春～秋 

 

オニタケ Lepiota acutesquamosa ● 

 褐色の傘にたくさんの暗褐色の角のような突起を

つけるため「鬼茸」の名がある。林内や庭園などに発

生し、落葉を分解する。ひだは白色で密。柄の根もと

は少しふくらみ、上部に膜質のつばをもつ。ハラタケ

科のキノコには有毒なものも含まれ、本種も図鑑によ

って食菌となっている場合もあれば、とくに記されて

いない場合もある。世界に広く分布。【発生時期】夏

～秋 

 



 

カブラマツタケ Squamanita umbonata ● 

 ブナ科樹木の林下に発生する小型～中型の菌根菌。

柄の基部があたかも蕪のように大きくふくらむのが

名の由来。色や鱗片の様子がマツタケに似ていること

から「マツタケ」の名がつくが、残念ながら本物とは

無関係。傘は円錐形で、茶褐色・繊維状の鱗片におお

われる。中央部が突出するのも本種を見分ける特徴と

なる。大久保山では稀に観察される。日本では本州以

南に分布。【発生時期】夏～秋 

 

コガネタケ Phaeolepiota aurea ● 

その名の通り、全体が黄土色～黄金色をしていて遠

目にもよく目立つ。林や庭、土手、畑、道端など人間

臭い所に多く見られる大型のキノコ。大久保山では毎

年 GITS に面した林縁の草地に群生する。傘と柄が黄

金色の粉で密におおわれる。柄の基部はふくらみ、上

部に膜質のつばをもつ。肉は「汗臭い」と敬遠される

こともあるが、歯切れ、舌触りともによいが個体群に

よっては下痢、嘔吐などの中毒例有。【発生時期】秋 

【ヒトヨタケ科】 

 

イヌセンボンタケ Coprinus disseminates  

 小さなキノコだが、ときに何百、何千と切り株や倒

木などをおおい尽くすように群生するのでよく目立

つ。とくに腐朽の進んだ場所を好む。傘は饅頭形～釣

鐘形で白色～灰色。古くなると黒っぽく変色するが、

近縁のヒトヨタケのように液化することはない。表面

には溝線があり、全体が白色の微毛におおわれるのが

特徴である。世界に広く分布する腐生菌。【発生時期】

春～秋 

 

【モエギタケ科】 

 

クリタケ Naematoloma sublateritium ●● 

これは自生ではない。学校で数年前につくったサ

クラのほだ木から毎年顔を出しているものだ。場所

は学院体育館裏。自然状態ではブナ、ナラなどの広

葉樹の切り株や倒木に多数が束生する。傘は明るい

茶褐色～濃いレンガ色で粘生はなく、周辺に繊維状

の鱗片をつける。猛毒のニガクリタケに類似してる

ので、ある程度の識別能力が必要。少し苦みがある

が、優秀な食菌。【発生時期】秋～晩秋 

 

ニガクリタケ Naematoloma fasciculare ✖✖✖ 

各種広葉樹や針葉樹の切り株、倒木などに群生す

る。小型菌ではあるものの、死に至るほどの猛毒をも

つ。食べると苦いことからの命名だが、実際には苦い

というより何とも不快な味がし、とても食べられたも

のではない。が、前種クリタケに類似し、しかも同じ

場所に発生することがあるので、一緒に採取してしま

う危険がある。傘表面は全体に硫黄色。中央部は褐色

味を帯びる。【発生時期】通年 



 

ツチスギタケ Pholiota terrestris ✖ 

林内や路傍、草地などの地上に発生する小～中型の

腐生菌。半球形の傘も柄も麦わら色で、褐色の繊維状

鱗片でおおわれているのが特徴。柄には不完全なつば

をもつ。スギタケ属の仲間には食菌が多いので本種を

食用にする地域もあるというが、下痢、嘔吐など消化

器系の中毒を起こした事例があるので、食べない方が

無難。大久保山では文化祭の頃、学院体育館裏の林縁

地上に多く発生する。【発生時期】夏 

【フウセンタケ科】 

 

オオキヌハダトマヤタケ Inocybe fastigiata ✖ 

 林内地上に発生する小～中型の菌根菌。傘は円錐

形。後に平らに開き、中央が突出する。「トマヤ」と

はスゲ、カヤなどで屋根をふいた粗末な家のことで、

傘の独特の形状からの命名である。傘表面は黄色味を

帯びた褐色で、繊維状。後に放射状に裂けるのも特徴。

ムスカリンを含むため、誤食すると多量の汗をかいた

り、呼吸困難に陥ったりするので要注意。アセタケ属

Inocybe の名はここから来る。【発生時期】夏～秋 

【イッポンシメジ科】 

 

キイボカサタケ Entoloma murraii ✖ 

林内地上に発生する小型のキノコ。全体が鮮やかな

黄色なのでよく目立つ。傘は円錐形で、中央部が鉛筆

の芯のように突出するのが「イボ」の名の由来。柄も

黄色で、ねじれた繊維状の筋がある。近縁種にアカイ

ボカサタケ、シロイボカサタケ、ソライロタケなどが

ある。本種の毒性を✖としたが、以前これを食べて死

亡したというニュースが報道されたこともあり、毒性

はもっと強いと思われる。【発生時期】夏～秋 

 

コキイロウラベニタケ Rhodophyllus ater  

芝生に生える小型菌で日本特産種。目にする機会の

少ないキノコだが、本学院ではテニスコート脇の土手

に毎年多数発生する。傘は暗紫色で饅頭形から平らに

開き、中央がくぼむのが特徴。芝生の緑によく映える。

ひだは淡灰色～肉色でやや疎。柄の基部が白色の菌糸

おおわれる。【発生時期】初夏～秋 

【イグチ科】 



 

チチアワタケ Suillus granulates ● 

二針葉マツの林内地上に発生する中～大型菌。本校

ではアカマツの繁る中庭やドミトリー裏の林内、林縁

で観察。傘は黄土色～赤褐色で強い粘性。イグチ科の

キノコにはひだはなく（キヒダタケは例外）管孔と呼

ばれるスポンジ状になっているのが他の分類群との

大きな違い。すべてが樹木の根と共生する菌根菌であ

ることも特徴。本種の管孔は黄色で、新鮮なときには

傷つけると黄白色の乳液を分泌。【発生時期】夏～秋 

 

キッコウアワタケ Xerocomus chrysentern ● 

 傘の径３～１０ｃｍの中型菌で、広葉樹林内の地上

に発生。本校では中庭に面したツツジの植え込みで観

察できる。傘表面は赤褐色、ビロード状で、しばしば

細かくひび割れることがある。表皮を剥ぐと、やや赤

味を帯びた肉が現れる。管孔は粗く黄色で、傷つける

と青変する。柄は暗赤色。食用とされるが、美味とい

う話はあまり聞かない。北半球に分布。【発生時期】

夏～秋 

 

キイロイグチ Pulveroboletus ravenelii  

 その名の通り、全体がレモン色の粉状物質におおわ

れている小～中型菌。本校ではドミトリー裏のアカマ

ツ・コナラ混生林に少数ではあるが発生する。管孔は

新鮮なうちは淡黄色。成熟すると暗褐色に変わる。柄

の上部には不完全なレモン色のつばがあるが、胞子が

落ちると汚褐色になる。食用と記載している図鑑もあ

るが、キノコ狩りの対象となることはほとんどない。

【発生時期】夏～秋 

 

キアミアシイグチ Boletus ornatipes  

 広葉樹林の地上に発生する中型菌。柄が中実でがっ

ちりし、黄色の地に隆起した網目模様をもつのが名の

由来。傘は饅頭形から平に開く。表面は褐色がかった

オリーブ色。管孔は黄色から灰黄色に変色する。毒で

はないが、苦みがあるので食用には適さない。校内で

はドミトリー裏の道端で観察できる。【発生時期】夏

～秋 

 

イロガワリ Boletus pulverulentus ● 

 傷つけると青く変色するのでこの名がある。中型菌

で各種林内の地上にしばしば群生する。傘はオリーブ

褐色～黒褐色でビロード状。管孔は黄色から後にオリ

ーブ色を帯びる。柄はがっしりとしていて上部は鮮黄

色だが、下部は赤褐色。全面に赤褐色の細かな点が密

布されている。青変性があるため敬遠されがちだが、

風味はよい。生長したものは消化の悪い管孔を取り除

いてから調理する。【発生時期】夏～秋 



 

ウラグロニガイグチ Tylopilus eximius ● 

 主にブナ科樹木の林内地上に発生する中型菌。傘は

こげ茶色で、湿ると粘性を帯びる。傘の裏の管孔が紫

褐色なので「ウラグロ」の名がある。柄は紫灰色で、

暗色の縦の筋をもつ。全面が紫褐色の細鱗片におおわ

れるのも特徴的。見た目には到底食用菌とは思えない

が、風味には癖がないとのこと。ただし、有毒と記さ

れている図鑑もある。【発生時期】夏～秋 

 

ニガイグチモドキ Tylopilus neofelleus  

 本校で観察されるイグチ科キノコの中でも最大の

ものといってよいだろう。傘の径６～１１ｃｍと書か

れている図鑑もあるが、本校では２０ｃｍをはるかに

超える個体も稀に観察される。ブナ科の樹下やアカマ

ツ・コナラ林の地上に発生する。傘はビロード状で、

オリーブ褐色。粘性はない。肉は苦味が強いため、食

用には不適。日本、韓国、ニューギニアに分布する。

【発生時期】夏～秋 

【オニイグチ科】 

 

ベニイグチ Heimiella japonica  

ワイン色を帯びた赤く堂々とした姿が特徴的なキノコ。

本校ではアカマツ、コナラが混生する林内地上に発生する。

中～大型菌。孔口は黄色で赤い傘と鮮やかなコントラスト

をなすが、後に帯オリーブ色に変色する。柄の下部はふく

らみ、網目模様が目立つ。肉は無味無臭。食毒は不明。【発

生時期】夏～秋 

【ベニタケ科】 

 

シロハツ Russula delica 菌根菌 ● 

がっちりとした白い大型キノコなのでよく目立つ。

各種林内地上に発生するため、大久保山でも各所で観

察できる。傘は中央がくぼんだ饅頭形からじょうご形

に変化する。ひだは密。ひだと柄の接する辺りがやや

青みを帯びるのが大きな特徴。口当たりはぼそぼそと

しているが、風味には癖がなくよいだしが出るとい

う。毒キノコの可能性のあるシロハツモドキに極めて

似ているので注意が要る。【発生時期】夏～秋 

 

クロハツ Russula nigricans ●● 

 大型のキノコ。傘は灰白色～黒色で中央がくぼんだ

饅頭形から平になり、後にじょうご形に反り返る。ひ

だは極めて疎。食用とされているが、猛毒菌ニセクロ

ハツと酷似しているので注意が必要。ニセクロハツは

傘やひだを傷つけると赤くなるのはクロハツと同様

だが、その後黒変しないのが見分けられる唯一の区別

点。大久保山でも各所に見られるが、観察するなら教

務室脇にある植え込みがお薦め。【発生時期】夏～秋 



 

カワリハツ Russula cyanoxantha ● 

 ブナ科やカバノキ科樹木の林内地上に発生する中

型菌。傘は饅頭形から平らになり、後にじょうご形に

反り返る。これは多くのベニタケ科キノコの特徴であ

る。傘は湿時粘性があり、平滑。表面の色は淡紅、紫、

青、緑など変化が大きいため、識別が難しい。柄は中

空。肉質がもろいので、湯がいてから調理する。汁物、

炒め物、天ぷらなどに利用できる。【発生時期】夏～

秋 

 

ニオイコベニタケ Russula mariae  

 マツ科、ブナ科樹木の樹下に発生する小型のキノ

コ。本校でも中庭にあるアカマツの植え込みに毎年発

生するので、注目してほしい。傘表面は微粉状。幼菌

は桃色で、あたかも熟れた果実を思わせて、魅力的。

柄は淡いピンク色で微粉状。鼻を近づけるとカブトム

シ（とくにメス）の臭いがする。食毒は不明。【発生

時期】夏～秋 

 

ドクベニタケ Russula emetic ✖ 

 マツ林や広葉樹林内の地上に発生する。名前のよう

にいかにも毒々しく、毒キノコの代表であるかのよう

な印象を与えるキノコだが、毒性はさほどではなく、

日本での中毒例は知られてない（海外では死亡例があ

る）。「鮮やかな色のキノコは猛毒」の迷信はこのキノ

コから来たものらしい。強い辛味があり、この点から

も食用には向かない。【発生時期】夏～秋 

 

チチタケ Lactarius volemus ●● 

ベニタケ科キノコはベニタケ属 Russula とチチタ

ケ属 Lactarius の二属に大きく分類。どちらも菌根性

のキノコだが、前者は傷つけても乳液が分泌されない

が、後者は分泌するのが区別点。傘はビロード状で赤

褐色。傷つけると白い乳液がぽたぽたと落ちる。旨味

のあるだしが出る。栃木県では「チタケ」と呼ばれ、

何故かマツタケをしのぐほどの人気を集めている。本

校では保健室脇、コナラ、コブシ、アカマツの植え込

みにわずかに発生。【発生時期】夏～秋 

 

ハツタケ Lactarius hatsudake ●●● 

 本校に自生するキノコの中でも優秀な食菌のひと

つ。中型菌。傘は淡い紅褐色で、濃色の同心円状の模

様（環紋）をもつ。ひだは密で淡ワイン色。子実体を

傷つけると暗赤色の乳液を分泌するが、やがて青緑色

に変色する。よい香りと旨味をもつので、昔から広く

食用に利用されてきた。マツ林に発生する菌根菌で、

校内ではドミトリー裏、図書館付近のアカマツ林が観

察ポイント。【発生時期】主に秋 



 

アカハツ Lactarius akahatsu ● 

 ハツタケと形態も、性質も大変よく似たキノコで、

校内中庭のアカマツの植え込みに毎年顔を出す。傘は

中型で初め饅頭形、後にロート形。表面は橙黄色で不

明瞭な環紋をもつ。ひだも橙黄色。傷つけると橙色の

乳液が分泌され、しだいに青緑色に変色する。ハツタ

ケほどではないが、風味があるのでバター炒めやオム

レツなどに利用できる。アカマツ、クロマツ林の地上

に発生する。【発生時期】夏～秋 

【アンズタケ科】 

 

ユキラッパタケ Clitocybe trogioides  

 全体が白色の美しいキノコで、古くなるにつれ灰白

色～クリーム色に変色する。広葉樹林、竹林など、落

葉が堆積し腐食質の多い場所に群生する。校内では新

幹線を望む丘の林内で観察できたが、近年その姿を見

ることがないのは残念。子実体は不完全なじょうご形

で、縁は波打つ。子実層にはまばらなしわがあり、互

いに連絡し合っているのが特徴。肉は薄くてもろい。

【発生時期】梅雤期から秋 

【シロソウメンタケ科】 

 

シロソウメンタケ Clavaria vermicularis ● 

 広葉樹林内地上や芝生上に多数が群生する。小型

菌で全体が白色・円筒状。いかにもソーメンやモヤ

シを想起させる姿が名の由来となっている。古くな

ると黄色味を帯びる。肉質はもろく、無味無臭で一

応食菌になってはいるものの、あまりにも小さいた

め集めるのに苦労する。校内では学バス停留所から

の通学路脇の側溝が手軽な観察ポイント。【発生時

期】夏～秋 

 

ベニナギナタタケ Clavulinopsis miyabeana ● 

 全体に鮮紅色。シロソウメンタケを赤くしたよう

な姿の小型菌だが、群生するのでよく目立つ。子実

体は無味無臭で食菌とされていることもあるが、各

地で本種と同定されてきたものが実は複数種にわた

る可能性が出てきている。今後の研究が待たれるキ

ノコのグループである。本校では陸上競技場の芝生

の上に群生する姿が見もの。【発生時期】晩夏～秋 

【カレエダタケ科】 



 

カレエダタケ Clavulina amethystinoides  

 各種林内地上に発生する小型菌。子実体はまるで

珊瑚のように細かく分岐した特徴的な形態を見せ

る。分岐は不規則で、先端は鶏のとさか状になる。

肉は白く、あまりもろくはない。無毒ではあるが、

食用には利用されていないようである。世界の温帯

に広く分布。校内では中庭のアカシデの植え込みに

毎年少数が発生する。【発生時期】夏～秋 

【ウロコタケ科】 

 

モミジウロコタケ Xylobolus spectabilis  

 傘は薄い革質の一年生キノコ。多数が重なり合うよ

うにして群生する。傘は赤褐色～黒褐色。新鮮なもの

では絹状光沢。扇形で波打ち、放射状の深い切れ込み

をもつ。ナラ、カシを主とする広葉樹林に発生。大久

保山では各所で普通に見られる。木材腐朽菌。 

【発生時期】夏～秋 

【イボタケ科】 

 

ボタンイボタケ Thelephora aurantiotincta  

 マツ林の地上に発生する。中型菌。子実体は根元

から扇状の傘を四方に広げる。その姿があたかもボ

タンの花を思わせることからこの名がついた。傘は

橙黄色。裏面は「イボタケ」の名の通り乳頭状のい

ぼでおおわれる。かつては稀なキノコであったが、

最近では珍しくないという。大久保山ではドミトリ

ー裏の通学路脇が観察ポイント。【発生時期】夏～秋 

【タコウキン科】 

 

アミスギタケ Polyporus arcularius  

 広葉樹の材上に発生する木材腐朽菌。表面は淡黄

色で褐色の小鱗片におおわれる。傘裏面は管孔状で

白色～クリーム色。肉は白色、柔らかい革質。リグ

ニンを分解し材の白色腐朽を起こす。本種を含めホ

ウネンタケまでのキノコ「サルノコシカケ科」とい

われてきたが、菌類学者今関六也氏により「タコウ

キン（多孔菌）科」に改められた。名の通り、傘の

裏（子実層托）が管孔状となるのが共通した特徴。【発

生時期】春～秋 



 

ウチワタケ Microporus affinis  

 シイ・カシ林など、広葉樹林の枯木上に多数が群

生する。傘は薄い革質で固く、半円形～扇形で柄が

あり、団扇に似ていることが名の由来。ビロード状

のち無毛。黄褐色や茶褐色のはっきりした同心円状

の環紋をもつ。傘の裏面は管孔状。黄白色で微細。

柄は側生する。熱帯系の白色腐朽菌である。【発生時

期】夏～秋 

 

ヒトクチタケ Cryptoporus volvatus  

 栗饅頭かハマグリのような形態の愛らしいキノ

コ。枯れて間もないマツに限って発生する。傘表面

は赤茶色～褐色で、ニス状光沢をもつ。類白色の裏

面は、成熟すると丸い穴があく。干し魚のような強

い臭いを発し、ハエなどを呼び寄せる。本校のアカ

マツ林、アカマツ・コナラ林では松枯れ病に冒され

たマツも多いため、ごく普通に見ることができる。

白色腐朽菌。【発生時期】早春～夏 

 

ヌルデタケ Porodisculus pendulus  

 枯れて間もない広葉樹の枯れ枝などに群生する極

めて小型の多孔菌。子実体は有柄で垂れ下がり、人

間の鼻を思わせる形態である。表面は灰色～灰褐色

でビロード状。孔口は類白色で微細。白色腐朽菌。【発

生時期】早春～夏 

 

ヒイロタケ Pycnoporus coccineus  

 広葉樹の枯木に発生する中型の白色腐朽菌。傘は

扇形から半円形で、表面は鮮やかな朱色でよく目立

つが、古くなると色あせる。肉も朱色でコルク質～

革質。裏面は微細な管孔状。南方系のキノコで、本

州以南の低地にはごく普通に見られる。【発生時期】

春～秋 

 

カワラタケ Coriolus versicolor  

 大久保山に限らず、各地で極めて普通に見られる

硬質キノコである。びっしりとあたかも屋根瓦を重

ねたように群生する様が名の由来。傘は扇形～半円

形で、質は薄いが革質で強靭。傘表面は褐色、黒青

色など様々で同心円状の環紋をもつ。管孔は微細。

白色腐朽菌。【発生時期】春～秋 



 

ニクウスバタケ Coriolus brevis  

 広葉樹の枯木にびっしりと群生するので、遠目に

もよく目立つ。傘は薄く、半円形から横につながり、

革質。淡褐色～赤褐色で、裏面は長さ１～２ミリの

薄歯状。これが名の由来。各地に普通に見られる白

色腐朽菌である。【発生時期】夏～秋 

 

シハイタケ TTrichaptum abietinum  

 針葉樹枯木に群生する小型菌。傘は不規則な半円

形。質は薄い。表面は白～灰白色で、短毛をかぶる。

裏面が紫色を帯びるのが「シハイ（紫背）」の由来か。

管孔は浅い穴状になっている。大久保山ではアカマ

ツの切り株に多く発生する。白色腐朽菌。【発生時期】

夏～秋 

 

エゴノキタケ Daedaleopsis styracina  

 エゴノキに特異的に発生するという変わったキノ

コで、日本特産種。傘は半円形で、表面は茶褐色、

無毛。同心円状の環紋がある。肉は革質で強靭。傘

裏面はひだ状～迷路状で、よく似たチャカイガラタ

ケより粗い。大久保山にはエゴノキが非常に多く自

生するので、本種もごく普通に観察できる。白色腐

朽菌。【発生時期】春～秋 

 

スルメタケ Rigidoporus zonalis  

 広葉樹の枯木、または立木の根株に発生する白色

腐朽菌。傘は赤褐色、半円形。若い時には弾力があ

るため「スルメ」の名がついたのだろうか。古くな

ると木質化してもろくなる。子実体は発生後、一年

以内に崩れてしまうようである。校内では保健室前

のケヤキの根元が観察ポイント。毎年顔を出す。 

【発生時期】夏 

【マンネンタケ科】 

 

マンネンタケ Ganoderma lucidum  

 中国漢方では「霊芝」と呼ばれ古くから薬用とし

て利用されてきた。傘は半円形～腎臓形で固い。若

いキノコは黄色、成熟するに従い赤褐色かつニス状

光沢に。裏面の管孔は類白色。柄は傘の端につく。「マ

ンネン」の名があるが、虫に喰われやすい。大久保

山ではコナラの切り株に主に発生。傘の径は通常で

は 10～15㎝だが、本校では径 40㎝にも及ぶ超大型

のものも。白色腐朽菌。【発生時期】春～秋 



 

オオミノコフキタケ Ganoderma austoria  

 年々生長を続けていく多年生キノコ。「サルノコシ

カケ」と呼ばれるキノコには種々あるが、本種は径

30 ㎝を超す堂々たる大きさといかにも猿が座りやす

そうな形態をもつ。傘は灰白色～灰褐色で半円形。

古いものでは釣鐘型。傘裏面の管孔は新鮮なもので

は類白色。子実体やその周辺は多量の胞子におおわ

れてココア色に染まる。白色腐朽菌。【発生時期】通

年 

1.3 腹菌類 

【ヒメツチグリ科】 

 

エリマキツチグリ Geastrum triplex 

 本種の属する腹菌類は胞子をつくる組織体が、胞

子が成熟するまで殻皮に包まれているのが大きな特

徴となる。林内地上の落葉が堆積した腐食質に富む

場所に発生する。幼時は子実体上部が嘴状にとがっ

た球形だが、成熟すると外皮が５～７片に裂けて反

り返り、星形の姿を現す。外皮の内側がエリマキ状

に剝離することが多いのでこの名がある。本種に限

らず、腹菌類にはキノコらしくないキノコが数多い。

【発生時期】夏～秋 

【ホコリタケ科】 

 

ノウタケ Calvatia craniiformis● 

 本種は漢字で「脳茸」と記されるが、その名の通

り人間の脳に似た形態としわをもつ特徴的なキノ

コ。林内や草地の腐食質に富んだ場所に発生する。

大きさは普通８～15 ㎝。成熟するにつれ、外皮が崩

れてぼろぼろになる。胞子は風に運ばれる。校内で

も普通。とくに清掃のため落葉が集められたような

場所には、径 20㎝ほどと通常のサイズをはるかに超

えた大型のものが観察できる。肉が若くマシュマロ

状の時は食用に利用できる。【発生時期】梅雤期～秋 

 

ホコリタケ Lycoperdon perlatum ● 

 本校内でも各所で観察できる小型菌。路傍や草地、

林内地上など、有機質に富む場所に発生。胞子をつ

くる球形の頭部と柄だけからなる愛らしいキノコ。

頭部は若い時には白色、後に黄褐色。表面に円錐状

のとげを密生させる。成熟すると頭部の頂点に穴が

あき、そこから胞子を煙のように噴出・散布させる

のが特徴で、それが名の由来。近縁種が多くあり、

分類の進んでいないグループのひとつといわれる。

肉がマシュマロ状で白い幼菌のうちならば食用にな

る。【発生時期】梅雤期～秋 

【アカカゴタケ科】 



 

カゴタケ Ileodictyon gracile  

 見た目には全くキノコらしくない。林内地上に発

生する。幼菌は褐色の卵のような形だが、成熟する

と裂開して白色・かご状の子実体が現れる。子実体

の内側には暗緑褐色の粘液（グレバ）をつける。胞

子を含むこの粘液の臭いは図鑑によって「フルーテ

ィ」と形容されることがあるが、いかがなものであ

ろう。この臭いに誘われてハエが訪れ、ハエの身体

に付着した胞子が運ばれる。大久保山では新幹線を

見下ろす丘で観察できる。【発生時期】春～秋 

【スッポンタケ科】 

 

スッポンタケ Phallus impudicus ● 

 スッポンが首を伸ばしたように見える形からつい

た名。竹やぶや畑、林縁などに発生する。幼菌は白

色・球形で柔らかく、ゼラチン質で爬虫類の卵状。

成熟すると裂開して独特の子実体を表す。傘表面は

網目状で暗緑色の粘液（グレバ）をつけ、悪臭を放

つ。この臭いに誘われたハエが胞子を運ぶのは前種

カゴタケと同様。柄は発泡スチロールの感触。どう

見ても食菌とは思えないが、中華料理の素材として

グレバを洗い流して利用。【発生時期】梅雤期～秋 

４．キクラゲ類 

【キクラゲ科】 

 

アラゲキクラゲ Auricularia polytricha ● 

 広葉樹の枯木や枯れ枝に群生する小型～中型菌。

町中の街路樹に発生することも多々あるが、採取す

る人はあまりいないようである。子実体は耳形～お

椀形～円盤形など、形状には変化がある。かたいゼ

ラチン質。裏面は灰褐色で密毛におおわれ、やや肉

厚なのが近縁のキクラゲとの相違点。キクラゲ同様、

広く栽培され、乾燥させたものが市販されている。

こりこりとした歯触りが魅力だが、品質はキクラゲ

に一歩譲る。【発生時期】春～秋 

 

キクラゲ Auricularia auricula ●● 

 栽培されたものが広く市販されているので、最も

親しまれているキノコのひとつ。前種同様、広葉樹

枯木や枯れ枝に群生する。子実体の形態は前種と同

様だが、柔らかいゼラチン質で、透明感がある。背

面には粗毛がある程度。乾燥時は小さく縮んでいる

が水分を含むとまた元に戻る。しこしことした歯触

りがあり、中華料理には欠かすことのできない食材

で、炒め物やスープなどに利用。アラゲキクラゲよ

り本種の方が高級品とされる。【発生時期】春～秋 



 

ツノマタタケ Guepinia spathularia 
 枯木、倒木の幹上に行列をつくるようにして発生

する。１ｃｍ以下の非常に小さなキノコだが、橙黄

色で群生することが多いため目につきやすい。柄の

先の頭部の形はへら状～とさか状～扇形と変化に富

む。質はにかわ状で、やや粘性をもつ。世界に広く

分布するキノコである。【発生時期】春～秋 

Ⅱ 子のう菌類 

【キンカクキン科】 

 

ニセキンカクアカビョウタケ Dicephalospora 
rufocornea 

 前種同様、非常に小さく愛らしいキノコで、広葉

樹の落枝に発生する。子実体の形態が画びょうに似

ているため、この名がある。皿状の頭部（子のう盤）

は直径 2～4 ㎜で、橙色～赤橙色で全縁。外面は白く、

柄の基部は黒い。大久保山ではあまり多くは見られ

ない。林内が比較的乾燥気味であるからかもしれな

い。【発生時期】夏～秋 

【ズキンタケ科】 

 

ズキンタケ Leotia lubrica 
 林内地上に発生する小型菌で、子実体はゼラチン

質で柄をもち、高さ 2～6 ㎝。頭部は偏球形～丸山形。

表面にはしわがあり、黄土色～黄橙色～黄緑色と色

彩には変化が多い。柄は黄橙色で、長さ 2～5㎝の円

柱形。ズキンタケの仲間は世界に広く分布し、子の

う菌類の中でもとくに種数の多いグループである。

大久保山での観察例は少ない。【発生時期】夏～秋 

【クロチャワンタケ科】 

 

オオゴムタケ Galiella celebica ● 

 一見して「えっ、これがキノコ？」と思うような

形が特徴的。広葉樹の腐朽木・落枝上に発生する中

型菌。子実体は黒褐色の太鼓形で、全体がゼラチン

質となりゴムのような弾力をもつ。上面の胞子を形

成する平らな部分（子実層）の直径は 4～7㎝。外面

には褐色の毛が密生。食菌のイメージからはかけ離

れた姿形だが、口あたりのよい立派な食菌。外皮を

むき軽く湯がいてから、蜂蜜やシロップをかけてデ

ザートに。【発生時期】夏～秋 

【アミガサタケ科】 



 

アミガサタケ Morchella esculenta ●● 

 見たところいかにも恐ろしげな姿だが、実は優秀な食菌

である。林内地上や草地、路傍、庭などに発生。校内では

桜の花が散り始めた頃、Ｃ棟南側にあるツツジの植え込み

に毎年顔を出す。子実体は高さ 5～12㎝で、頭部は類球形。

表面が深い網目状になっているのが大きな特徴。柄は白色

で中空。日本ではあまり利用されないが、フランスでは「モ

リーユ」と呼ばれ、人気のあるキノコである。生で食べる

と中毒するので、必ず火を通すこと。火を通すとしこしこ

とした弾力が生まれる。バターやクリームを使った料理と

の相性は抜群。【発生時期】春 

 

チャレンジ！！ キノコクイズ 
〈問題１〉キノコは日本ではどのくらいの種類があるのだろうか？ 

① 2000 種類、②4000種類、③6000 種類 

〈問題 2〉キノコが秋に多く見られるのは何故？ 

〈問題３〉毒キノコと食べられるキノコとの見分け方は？ 

① ある、②ない 

〈問題４〉 キノコの発育に適していない条件はどれ？ 

① 稲妻が光る、②毛布でおおう、③トンカチで木をたたく 

〈問題５〉キノコは植物に近い？ それとも動物に近い？ どっち！！ 

① 植物に近い、②動物に近い 

〈問題 6〉もし、キノコがないとしたら地球はどうなる？ 

① 二酸化炭素の欠乏になり、植物が困る 

② 二酸化炭素が排出されず、温暖化対策にプラスになる 

③ なんの変化も現れない 

〈問題７〉キノコの中毒症状にはユニークなものが様々あるが、次の中で正しくない

ものはどれ？ 

① お酒と一緒に食べると悪酔いする。 

② 触れると手がしびれる。 

③ 踊り出したり、笑い転げたりする。 

〈問題８〉「キノコ」は地方によってさまざまな呼び名がある。次の中で実際にあるも

のはどれ？ 

①コケ、②シダ、③タケ 

〈問題９〉本校のある大久保山にはアカマツ林が見られる。はたしてマツタケは発生

するのか？ 

〈問題１０〉香り高いマツタケは日本人には絶大な人気があるが、国や民族によって

感じ方は様々。次のうち本当にある感想はどれ？ 

① はき古した靴下の臭い、②香水の香り、③賞味期限の過ぎたベーコンの匂い 



 

解答 

 

〈問題１〉正解は②と③ 

名前のついているもので４０００種ほどあるといわれているが、詳しいことは不明。未

だ名前のつけられていないものも多く、研究の遅れている分類群も少なくない。 

〈問題２〉 

   キノコの本体である菌糸の発育最適温度は約 25℃といわれている。これは初夏の気

温であり、35℃くらいまでは発育可能。一方、子実体形成温度は 15℃と低い。これは

秋の気温である。つまり、春から夏にかけて菌糸は生長を続け、その後、気温の下がっ

た時期に子実体であるキノコを発生させるのだ。秋がキノコ狩りのシーズンであるのは

このことによる。ただし、キノコによっては春や真冬に発生するものもあり、あくまで

も大まかなパターンだといっておきたい。 

〈問題３〉正解は② 

   食べてみるという手があるが、これではいくつ命があっても足りない。毒キノコは多

くの科にわたって存在し、毒成分も様々。食・毒を一遍に見分けられる試薬があればよ

いのだが、今のところそんな便利なものはない。食べられるキノコをひとつひとつ根気

よく覚えていくしかないだろう。致命的な毒キノコを合わせて勉強しておくことも重要

である。 

〈問題４〉正解は② 

   キノコは暗くじめじめした場所に生えているというイメージがあるが、実は正反対。

人が歩いて気持ちよく感じる森、ちらちらと光が差し込む所に多く発生する。光が差さ

ず、空気が滞るような条件下ではキノコはあまり見られない。①、③は物理的な刺激に

よりキノコの発生を促すようである。①は植物にもいえることで「稲妻」という言葉は

稲の生育を促すことからつけられた名。先人の知恵には頭が下がる。 

〈問題５〉正解は② 

   キノコは植物とは異なり、生活するための栄養を自らつくり出すことができない。栄

養を他の有機物から摂取するという点では動物に近いといえるだろう。また、キノコを

形づくる成分が昆虫の身体をつくるキチン質という物質からなっていることも、キノコ

が植物より動物に近い生物だといえる証になっている。 

〈問題６〉正解は① 

   キノコが枯れ木や枯れ枝、落葉などを分解する際、酸素を吸収し、二酸化炭素を放出

する。もしも、地球上からキノコを含む菌類が存在しなくなれば、植物は遠からず光合

成ができなくなり、消滅してしまうだろう。二酸化炭素はそれ自体悪者ではない。いま

地球温暖化で問題になっているのは自然界の物質循環に、人間が化石燃料を消費してつ

け加えた二酸化炭素なのである。 

〈問題７〉正解は② 



    お酒と一緒に食べると中毒を起こすのはホテイシメジやヒトヨタケの仲間で、コプ

リンという含有成分がアルコールを分解する酵素の作用を阻害する。また、オオワライ

タケなどはジムノピリンという成分を含み、意識混濁や幻覚などを引き起こす。 

〈問題８〉正解は① 

新潟県ではキノコのことをコケと呼ぶ地域がある。「今日はコケを採って来よう」と

いわれ、コケなど採って何の役にたつのだろうと思っていたら、出てきたのはスギヒラ

タケ。白く癖のないキノコで、汁物を３杯ほどお代わりした記憶がある（いまは食べて

はいけないキノコになってはいる）。他の地方でもキノコはナバ、モダシ、モタセなど

様々な呼び名がある。ナラタケなど１種のキノコにもナラブサ、アシナガ、ポリポリ等、

多くの呼び名があり、日本人のキノコ好きな側面がうかがえる。 

〈問題９〉 

    校内には埼玉県の美林にも選ばれているアカマツ林があるほか、至る所にアカマツ

が生育している。マツタケが発生してもよい環境なのだが、これまで見たことはない。

理由は標高の低さに加え、林の手入れがなされていないことによると考えられる。マ

ツタケ菌は弱く、落葉が積もり冨栄養化した林床では他の菌に負けてしまう。下草を

刈り、落葉かきをするなど、絶えず人の手を入れ林床を明るく貧栄養化すれば、発生

の可能性はあるかも知れない。 

〈問題 10〉正解は① 

キノコの好みは国、民族により様々である。クロラッパタケやアンズタケ、アミ

ガサタケがヨーロッパでは人気のキノコであるのに対し、日本ではあまり好まれて

いないように、マツタケのあの香気の捉え方も様々なようである。食文化の違いは

とても興味深い。 

 

コラム 
都内でのキノコ狩り 

数多くの人が、遠くの山や森にきのこを探しに行くのは例年の秋にはよく見られる光

景である。秋の森のメインといったら頭上の紅葉と目下のきのこ、といっても過言では

ない。確かに、きのこのイメージといえば、森の奥にひっそりと生えているイメージが

ある。しかし、そんなに遠くにいかずとも、きのこはあなたの身近に生えているものな

のである。 

ある本（1997年発行）のデータによれば、最近 5年間に東京都 23区内で採集された

きのこの種類はわかっているものだけでも 350 種類もあるそうだ。これは、実際に隈な

く探した結果でたデータではないので、実際には 1000 種類程度はあるのではないかと

考えられるそうである。量にこだわらず、きのこの観察を目的にするのであれば十分す

ぎる種類数だ。公園での散歩がてらに、きのことのすてきな出会いを体験してみては如

何だろうか。 



 

毒キノコ 

毒キノコは派手である、色が濃い、白い、きのこのパーツがすべてそろっている、等々

毒キノコの判別方法は様々なものが言われている。だが、この噂は全くの嘘である。 

きのこクイズをやってもらった方は知っているであろうが、毒キノコに共通点などは

ない。究極的に判別するためには、そのきのこを実際に食べてみるしかないのである。

そしてそれが猛毒きのこであればさようなら、なのである。 

そんな中でも、筆者が特別面白いと思った症状は酒と一緒に食べると中毒するという

ものである。この例としてはヒトヨタケやホテイシメジがあげられる。これらのきのこ

の成分がアルコールの分解を阻害するため、酒に強い人でも悪酔いの原因となってしま

うのである。 

また、高級食材と名高い松茸でも古くなって腐り始めた松茸でも食後の胸のむかつき、

嘔吐などの症状を引き起こすとの記述があった。どんなきのこでも腐ったものを食べれ

ば同じような中毒症状は起こすのではないかと筆者は思うのだが。腐った鯛は食べるな、

ということではないだろうか。 
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